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可動堰改築工事の歩み その２
（通水から事業完了まで）

H25.7撮影

左岸側の工事が完成し、平成23年11月23日、大河津分水の流れを新しい
堰へと切り替える「通水式」が行われ、大河津分水の新たな時代のスタート
を切りました。

役割を終えた旧可動堰は、歴史的構造物として右岸側の３門を残し、撤去を
行いました。ゲートの一部、基礎杭、矢板などは資料館に展示しています。

新しい可動堰への通水

新しい可動堰が通水したことにより、
昭和６年の完成以来、越後平野を潤し、
洪水から守ってきた旧可動堰はその
役目を終えました。撤去に先立ち、平
成24年8月11日に「旧可動堰撤去式が
行われました。

旧可動堰撤去

工事現場の全景

H23.11撮影

H26.7撮影

平成25年度に一連の工事が竣工。
平成26年6月29日に竣工式を開催し
ました。

可動堰改築事業の竣工

前号に引き続き、新しい可動堰の通水から事業完了までを振り

返ります。

平成２７年４月１日号（No117）

国土交通省北陸地方整備局
信濃川河川事務所大河津出張所
TEL 0256-97-2121
E-mail shinano@hrr.mlit.go.jp



工事や河川に関することはなんでも大河津出張所へ Tel 0256-97-2121

大河津出張所 ：大河津分水全般に関する工事監督・維持管理等

信濃川河川事務所

http://www.hrr.mlit.go.jp/shinano/

信濃川大河津資料館

http://www.hrr.mlit.go.jp/

shinano/ohkouzu/index.html

大河津可動堰情報館

http://www.hrr.mlit.go.jp/

shinano/kadouzeki/

『大河津分水殉職者慰霊式』を執り行います

大河津分水路工事やその後の維持工事で殉職された１００名

の方々に感謝の意を捧げる慰霊式を行っています。

慰霊式は、大正１２年に夕暮れの岡（旧分水町石港）に慰霊

碑を建て、招魂祭を行ったのが始まりです。その後、昭和１１

年から分水第二公園（現大河津出張所構内）に遷座し、以降、

毎年桜の咲く時期に行っているもので、今年は８０回目の慰霊

式となります。

慰霊式では、ご来場された方々からもご献花いただけるよう

生花をご用意しております。多数の方にご参加いただけるよう

出張所一同お越しをお待ちしております。なお、一般の献花は

式典終了後となりますので予めご了承ください。

慰霊式

● 日時：平成27年4月18日（土）10:00～

● 場所：大河津出張所構内

過去の慰霊式

出張所構内の慰霊碑

大河津可動堰情報館ホームページから バックナンバーをご覧頂けます。
アドレスは「http://www.hrr.mlit.go.jp/shinano/kadouzeki/」です。

野火が発生しやすい季節です。火の不始末にご注意ください。

昨年、一昨年と４月上旬に長岡市中条新田地先の堤防で火事（野火）が発生

しています。この野火により、堤防や河川敷の芝・草などが燃えましたが、幸

いにも堤防に埋設されている光ファイバーなど管理施設には損傷等はありませ

んでした。

しかし、河川管理施設が損傷を受けますと出水時に必要な機能が発揮できな

くなり、皆さんの生命や財産へ被害が生じる恐れもあります。野火の原因とな

る堤防付近での野焼きやタバコのポイ捨てなどは、絶対におやめください。特

に春先は、空気が乾燥しており、野火が発生しやすくなっていますので、より

一層のご注意をお願いします。 中条新田地先の野火（H26.4.3）

終刊にあたってのごあいさつ

可動堰回覧板は、改築工事が本格的となった平成１７年８月から、可動堰の改築工事に関する情報について地

域の皆様にお伝えすることを目的に創刊されました。以来、約９年半に渡り、計１１７回の回覧板を発行し、工

事の内容や進捗状況、現場で働いている人のこと、各種イベントに関することなど、様々な情報を掲載して参り

ました。

可動堰改築事業は、地域の方々のご理解とご協力により、昨年無事に竣工することができました。長い間ご愛

読いただきました本回覧板も、可動堰改築工事の情報発信という当初の役割を終え、今号を持ちまして終刊とい

たします。

原稿執筆などにご協力をいただきました工事関係者をはじめ、可動堰回覧板の発行に携わってこられた大勢の

方々に感謝の意を表します。本当にありがとうございました。

なお、今後は「大河津分水路改修」に関する情報を、回覧板により地域の皆様にお伝えして参りたいと考えて

おります。引き続きご愛読いただきますよう宜しくお願いいたします。


